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摘  要  

日本および東アジアに分布する広義のビロードネズミ属Eothenonwsのネズミは，Corbetand  

Hill（1991）では11種，またMusser and Carleton（1993）では狭義のEothenoクワ叩Sが9種と  

Pゐα〟わ川ツSが2種とされている．しかし，これらの学名は原記載以後，種や亜種のレベルだけで  

はなく属のレベルでもさまざまな変遷をし，その分類に関して研究者間で十分な同意はまだえら  

れていない．そこで，これらの種や属の分類に重要な形質である歯根形態や歯紋の特徴について，  

歴史的な検討をおこなった．   

属を識別する形質である歯根は，形成する属（ヤチネズミ属CJβ≠ゐγわ乃0ク叩S）と，終生形成しな  

い属（Ascゐゐ0クり5，励〟zβ乃0プ叩S，Pわααわク叩5，Cれ器eOプ叩ざ，およびCαり0ク町5など）に分けられ  

るが，この変化は成長過程でみられる連続的な現象である．また，上顎臼歯紋の種による特徴も  

連続的に移行している．さらに，上顎第三臼歯紋の後環の歯冠形態についても年齢的な変化にお  

ける単純型と複雑型の出現がこのグループ内では連続していた．今後，変異を考慮してこれらの  

属の特徴を定めていく必要があろう．  

ハタネズミ亜科における属の変遷  

ハタネズミ重科Arvicolinaeにおける広義のビロードネズミ属Eothen抑研のネズミは，Cor－  

betandHill（1991）では11種であるが，MusserandCarleton（1993）では9種のEoihenoクク砂S  

と2種の用α〝わ用ツSとなる．すなわち，分類学者によって種数や学名は異なっている．   

表1にはハタネズミ亜科の属全体を検討した研究者のうち，Miller（1896），Hinton（1926），  

CorbetandHill（1991），およびMusserandCarleton（1993）による属のリストを示した．   

Miller（1896）はハタネズミ亜科を初めて全体として分類学的に扱い，ハタネズミ亜科には  
．＼∴．・・ノ・．・‥∴・．、、／．・ん・‥‥・・ハ∴・・・・・‥・・・／一∴・・∴・′ノ・．・／∴小り・．、・－、・：l・（′∴・∴・・・′∴・リニー  

c和≠彷，およびダ才∂gγ（＝現在の0矧娩沈和）の7属あると考えた．彼は，現在はCわ娩γわ死0クワ砂Sに  

近縁であるとされる励≠ゐβ乃0ク叩S，Aプ乍ね／わプ叩S，およびA批0おを〟グc和知s属の亜属とした．そ  

の理由は，歯根の有無の形質を口蓋骨末端の形状（棚の有無）よりも重要視したからである（図  

1）．   

Hinton（1926）はHinton（1923）を受けて，ハタネズミ属のグループ（Microhts，A  
乃砂プ叩5，およびPゐg邦αCO彿ツ5など）とヤチネズミ属のグループ（CJβ才ゐ露0乃のりS，Ascぁゎ0ク叩S，   
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表1．主要文献におけるハタネズミ亜科の現生属名のリスト．   

Miller（1896）  Hinton（1926）  Corbet and Musserand  
Hill（1991）   Carleton（1993）  

Genera  Subgenera Genera  Subgenera Genera  Genera  

Syn卸tonqys 劫n卸toブナひS GroupLemmni  Dicnstoプりば  Alticohl  

．1几、柚叩・∫  ♪／（・川∫／（りりこl’  斗ノM／－わ〃／．l・J  ．1r／）り／ゾ川／持  

上川川沼∫  斗ノ／硬直〃申  斗川中わ〃叩．■l小一♪／／∫  ▲・レ～イし、り山  

／′●・・・‥‥，．．l  ．り－＝・ハ・ ／・J一∴イ‥′  川．′・・‥∴，．・  

Pん√〃‘7（…JJ．l・∫  叫坤／／∫  

E…わ〃り・ぶ  んリノ川＝∫  

し、ん、〟〃ん榊〃J＿l・J  

ごり仙、〃（り町Iゴ  

AJ≠グc（フわ  

丹作帖・Jゾ／／∫  

ノ．）／ノ～（7川川．l・∫  

＿1J7イ（、（）ん7  

（）仙骨れ吊  

＿－1／／／し・り／（J  ．＼1－（車／）げ  

P呵l・川川／／／∫」叩／√〃仇・り〃り・J  

f坤・J〃．l・∫  

〟グcγ0ねび  

エeク粥ク形ゐc紘S  

Cゐわ乃0叩S  

し、んイ山▲／（一冊〃リ・∫  

β才c7℃Sわクりば  

♪／JJ曲りノり・ざ  

ど／／（）／）／／／∫  

／ご（－／（居／／川∫  

且0娩e乃0ク呵ノS  

坤や√H7り▲／J／∫  

J一（堪／／川J  

エαSわ如do叩S  

ムリ畑り／／J〔〟∫  

／．ぐ〃J〃〃／∫  

．り／（、Jい／／／∫  ．・lJん、丹／／／5  

g（－仙〃（りり・J  

．■1JJんイ／り〃J＿l・∫  

J一（ぜ裾／†∫  

A措co血  

坤♪川Jけ／J／∫  

門J（J／（り町I∫  

什（ノ（つ／ノリ・∫  

P小Jり・∫  

（、／～／／（）／J／J  

．1Jてイ（、（）ん7  

楠q斤∂gγ   

ダブ∂gγ  

Group Microti 

か（｝／しりJJ．l・J  

．・1ゴ（ゾ？／ニ（りノり・ゴ  

E（）肋r〃り〃り・J  

⊥1〃んイ／（り〃．l・∫  

．1／／／（、（）／（7  

坤ゾ）川J（リブ／／∫  

0ノ～（んJ／用  

∧匂q斤∂βγ  

m－／り〃り・J  

P／J√〃‘行ぃ〃J＿l・∫  

．1Jてイ（、（1ん7  

ム甘／／川J  Jlノ／げ（－／／／∫  

F（－／（甘〃川J  J畑中／J  

凸刊肋－〟れ－り〃り・∫ ．＼・1－（車／）げ  

ど／／（〕か／／∫  0…右／ハJ  

JγJ〟〃／（りノり・J  

川「〃情、（りJり・J  

／－’仙－（／川〃／．l・∫  

f’川〃ハ、仙川ノり・J  

斗仙イ／，／（りノ／．l・∫  

11心ノメリIJ  

J刊（J／り〃り・∫  

P／恒Jり・∫  ′）／〔＝Jり，∫  

JIJん、／T／J〃∫  

肋0（わ犯  

n〉（か／〃＿l・J  

Pノ仇〉（ブ川〃／．lIJ  

上・lJん、Jい／／／∫  

Cゐグわね∠S  

上〟J／（イ）り品川ゃ  

ん材JJ川J  

Oγ娩γわ刑ツS  

月如わ研ツS  

凸・（り机イん‘、0〃J＿l・∫  

g／／（）／）／J／∫  

βofゐβ乃0∽ツ5，A邦ねJわプク叩S，およびA肪coわ）を区別した．その識別特徴には口蓋骨末端の形状を  

あげた．さらに，後者のグループ内では成体が歯根を形成するのはCJg娩γわ乃07ク砂S属だけであり，  

他の属は終生歯根を形成しないという識別特徴を示した．すなわち，口蓋骨末端の形状を歯根の  

有無（Miller，1896）よりも重要視した．   

Ellerman（1941）はHinton（1926）の属のリストにBk17q7b7dinwsを加えChilotusj5をMic7VtuS  

属に含めた．それ以外では属のリストはHinton（1926）と変わりはない．   
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図1．ハタネズミ亜科数種における口蓋骨末端の形状（A－F）と歯根形成  

の有無（G－I）（Miller，1896より）．  

A：MicYt）tuSarValis，B：Pi砂nv｝SPinetontm，C：Aruicohlaruicoloides，D：  

し、ん〃りん抽り町・Jぎ石J…／／／ヾ，E：∫（一拍りル〃りI∫仙ん川－ぎ直／げ，ド∴－1JJ／（イ／（）／り・∫  

chinensis，G：Microtusalleni，H：Clethrionoプ7砂Sの幼体，Ⅰ：Clethrio  

の成体．  

CorbetandHill（1991）およびMusserandCarleton（1993）には属の定義は明示されていな  

い．Corbet and Hill（1991）にはPi砂mysがあるがこれはMusser and Carleton（1993）では  

Micntusに含まれ，Musser and Carleton（1993）にあるBlandfbrdiククりS，Chiononws，  

Lasipi）Odomys，maulomys，P7Vedronys，および1句IemysはCorbetandHill（1991）ではみら  

れない．   
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広義のどロードネズミ属亡0的enomγSにおける亜属や属の変遷  

表2には広義のビロードネズミ属に含まれると考えられる23種9亜種の学名と，属あるいは亜  

属とその模式種を，それぞれ記載の年号順に示した．ただし，分類の変更に関係した学名も若干  

加えた．   

亜属EothenonwsはMiller（1896）によって記載された．Milne－Edwards（1872）が新種とし  

た中国四川省のビロードネズミA和才co毎∽βわ乃聯Sねγを模式種とし，口蓋骨末端が且〃0わ∽ツ5  

様であるが，臼歯紋の構造については十分な記述はしていない（Miller，1896）．亜属Eothenomys  

は，Hinton（1923）によって属に格上げされるまで6種が記載され，そのうち∽eわ乃問おγには  

基亜種を含め4亜種が記載された（表2）．すなわち，〟Zc和ね岱ほ0≠ゐβ犯0∽ツざ）ogZわγ，〝オcγ0如5  

／、・∴，‥・．．、‥・‥い∫∴ り∴・．・・／∴．∴′・り．．・ハ．・・・ご・・ノ‥．㌧．1／∵・．‥／・・∴∴・′・． ．リ‥－∴・．・・．  

リ∴一・．・／・－・∴■．・‥・ノ・．、∴・・・．∴、ト．ご ∴・い∴・∫・・ り∴・．●リ ／、・∴‥り．． り・‥・、㌧ ∴・  

J′．・∴・＿・・・・、りご・・．′・／こ・∴‥．・・り． ハ・‥し ∴・・・・・一り、．り●‥・．・・／・・，‥，・′・・】  

㌦∴・J・・ミ・‥・1J∴ －‥■．りご‥・．′ ／．、・∴・・・‥・‥・・∴・i・・・・・∴－・・∫   －．   

亜属Antelion砂SもMiller（1896）によって記載された．Thomas（1891）が新種としたシナビ  

ロードネズミ〟ね矧奴＝愈泌網元を模式種とし，口蓋骨末端は且0娩e犯0彿ツ5様であるが，末端中  

央部に小さな突起をもっているとなっている．臼歯紋の構造についてはやはり十分な記述はない  

（Miller，1896）．亜属Antelionwsは，Hinton（1923）によって属に格上げされるまで3種が記載  

され，そのうちの1種cゐ才邦g符5ゐには基亜種を含んで2亜種が記載された（表2）．すなわち，  

．り－．い．∵ ．l．．．．－．ん ；・・．∴．り∴・一．・・丁  目．∴・‥・ ．・、l／－．．・・・．1‥‥‥ ‥、・J●，‥・－  

‥－∴．・∴   －、l／ご・・′・l∴．‥り・．・・∴∴．・・、∴・・ご／・∴ 一二：．   

亜属C7tlSeOプ朋γSはMiller（1900）によってタイリクヤチネズミEuoton砂Sn4bcanusを模式種  

とし，且〃0わプク砂S属内に設定された．その特徴は，歯根の形成が遅いことや，ハタネズミに似て頭  

骨が角張っていることなどである．この亜属に含まれる種ははじめはタイリクヤチネズミだけで  

あったが，その後増えた．   

亜属maulo椚邦はThomas（1905a）によって記載された．Thomas（1905a）が新種とした神  

戸産のスミスネズミ＆血川研（Pゐα〟わ研ツS）s研言放ggを模式種とし，全体の形状は亜属且〃∂わ叩S  

に位置し，成体でも歯根がなく，もし歯根があったとしてもCプ閻gO用ツ5のように成長が進んでか  

らみられる．臼歯紋や臼歯幅の狭さの点で且〃0わ叩S，Cプ那eOクク砂SおよびA祓浦川郡とは異なっ  

ている．Thomas（1905a）ではこの亜属にはスミスネズミしかなかった．この学名はThomas  

（1905c）でも用いられた．   

日本産のエゾヤチネズミとヤチネズミは1905年に記載された（Thomas，1905b）．しかし，  

Thomas（1905b）とThomas（1905c）との間で学名が変化し，エゾヤチネズミはEvotonqys  

∂e（拘γゐeから且〃0わ叩5（C7Ⅶ5β0刑ツ5）∂β的γゐzβ，東北産のヤチネズミは戯励助郷＝肋免税㈲  

からβ〃0わ叩S（CれびgO押ひざ）α乃血相0乃才と亜属C7ⅥSeOククひざに位置づけられた．したがって，これ  

らの種は歯根は形成されるが，その仕方は遅いと考えられていた．   

さらに，Thomas（1907a，1908b）はCmseoプ叩Sを亜属から属にし，朝鮮産のコウライヤチネ  

ズミCタⅦSeOプりSγ曙び払と中国華北産のサンセイヤチネズミC7ⅥSβ0ブナひSSゐα邦ざβg〝5を記載した．  

さらに，Thomas（1907c，1909）でも同様な学名を用いた．また，エゾヤチネズミもCmseomys  

bedfbYdiaeとなり（Thomas，1907b），新潟県赤倉産のヤチネズミC7WeOnWSn物堤iae（Anderson，   
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表2．ビロードネズミ属のネズミの原記載の年号と学名（引用文献からは省略）．   

1850年  

1874年  

1872年  

1891年  

1896年  

1898年  

1900年  

1905年  

TilesiusType：Mus ndihlS Pa11as，1779  

Coues1874Type：Mus nltilus Pallas，1779  

An）icola melanogtlSter Milne－Edwards，1872  

Microtus chinensis Thomas，1891  

Miller1896Type：Aruicola melancmsterMilne－Edwards，1872  

Mi11er1896Type：MicYVtuS Chinensis Thomas，1891   

Aschizonyslemminus Miller，1898  

Miller1896Type：Aschizoクワ砂Slemminus Miller，1898  

Mi11er1900Type：拗udaeus ndbcanusSundeva11，1846  

EvotonvJS a％aulomyd smithiiThomas，1905  

Thomas1905Type：EvotonvJS Ohhulomys）smithiiThomas，1905  

Euotom3LS be（的ydiaeThomas，1905  

EvotonvJS ande7SOniThomas，1905  

Craseonws regulus Thomas，1907  

CyaseonvJS Shanseius Thomas，1908  

Micyvtus qothenomydinez Thomas，1908  

Cmseonys m御taeAndersoni，1909  

Micyvtus qothenonqyd nuxThomas，1910  

Micyvtus rCα7yOmyリeva Thomas，1911  

Microtus〔Cα7yOmyリalcinous Thomas，1911  

1907年  

1908年  

1909年  

1910年  

1911年  

Thomas1911Type：Mic7t＞tuS（Cb7yO励  euaThomas，1911  

Microtus qothenon7yS）olitorThomas，1911  

〟わ血∽イ説商都購り可〝ぬb呵弾油γ“南川肌Thomas，1911  

Microtus rEotheno叩リmehm噌俗ter eleusis Thomas，1911  

C7uSeOnWS aquilus Allen，1912  1912年  

倍加如鋸朋卵ノ伽肌朋Allen，1912  

（Eo娩e乃0プク砂山∽〟C和乃α加S Allen，1912  

仁4ntelionvLS）wardiThomas，1912  

mntelionvLS）chinensLs taYquinius Thomas，1912  

伍ntelio椚二鱒ノcustos Thomas，1912  

qothenomyd melanqgaster miletus Thomas1914  

qothenonws）cauchinus Thomas，1921  

．1ノ∴ソ・（）／J†J  

脇cγOfz応  

脇cγ扉〝∫  

脇c7℃fz蒔  

．り／（ソ・（イ．・／J  

．り／け（一／〟J  

．1／／（・り／．，†∫  

1914年  

1921年  

1922年  

1923年  

Micyotus rEothenony＄）bonzo Cabrera，1922  

月0才ゐβ弗0プクり塔∽g血刀聯SねγCO所乃オブHinton，1923  

EothenonvLS mehlnqSterlibonatus Hinton，1923  

Eofゐg邦ロブクり塔かりdブわγHinton，1923  

Eo娩β乃のクり唱β（おJゐHinton，1923  

〃才c和才祝∫伍乃ねg才0〝り頑c揖わざ用∂β／J〃∫Allen，1924  

且ofゐg邦0御仁4乃ね／わ叩リc〟Sわsゐオ乃わ乃fOsgood，1932  

Eothenomys kanoiTokuda andKano，1937  

〟ブc和≠〝ぶわ7eZノeゐoJグc〟5Kuroda，1939  

Eo班enomys k喝■euSImaizumi，1957  

1924年  

1932年  

1937年  

1939年  

1957年  

1909）や中国湖北省産のビロードネズミの1種C闇♂0ク町Sαヴαグ血s（Allen，1912）の原記載にお  

いてもC7閻Sβ0叩5が用いられた．したがって，これらの種も歯根の形成の遅い属として位置づけ  

られたことがわかり，現在の属の定義にしたがえば広義のCgg娩わ0乃0クワ砂ざになる．なお，日本の  

スミスネズミと本州産ヤチネズミも長い間CJg娩わ0乃βクワり5属とされ，スミスネズミは今泉（1949）  

によって，ヤチネズミはImaizumi（1957）によって，それぞれ歯根を形成しない属と初めて認識  

された．しかし，スミスネズミはビロードネズミ属とされたが，ヤチネズミはシベリア東北部に   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



金子之史  134   

類縁種をもつニイガタヤチネズミ属Aschizonysに位置づけられた（Imaizumi，1957；今泉，  

1960，1965）．   

新亜属Cb7yOnWSはThomas（1911）によってMic7VtuS属内に設定された．模式種はThomas  

（1908a）で記載された中国華北産のイネッビロードネズミ〝オcγ0才〟S才邦gZである．外観と頭骨の  

一般的特徴は励娩e乃0クワ砂5様である．白歯の歯冠のエナメル質が励娩g乃0叩5ではたいていの場  

合開いているのに対して，Cαり0ク叩Sでは閉じた三角形を形成する．また，上顎第一と第二白歯の  

舌側の付加的な凸角が小さくなっている．亜属Ca73）On砂Sに属する種には，Hinton（1923）によっ  

て属に格上げされるまで，中国華中産のビロードネズミの4種〟才c和お（Gzりのり砂S）ブ死βZ，〝才一  

．・い∴・∫・い；い・・・．、 ‥′l、．り－．・＝J・－．．・・い′・－ ‥∴ ：‥ りご・●．・（－・ご．・・・り．・ 」∴．・・′．  

あげられた．   

これらの亜属Eothenonws，Ca7yOnWSおよびAntelioクク砂Sは，Hinton（1923）によって属に格  

上げされた．これら3属は歯根を終生生じないが，C勧助勿机肋卵と同様な口蓋骨末端の特徴を持  

ち腹部に2対の乳頭をもつ．属の識別特徴としては，Eo娩β乃0プク砂Sは眼窟問幅が広く下顎第一臼歯  

のエナメル質が開いた三角形であり，Cαり0叩Sは眼窟間隔が広く下顎第一臼歯が〟gc和ね岱のよ  

うに閉じた三角形であり，またA経ねJわ叩Sは眼帯間幅が狭く下顎第一臼歯は且0娩g弗0彿ツS様で  

あった．   

Hinton（1926）はこれら血統g乃0叩ざ，Gz町0押ひざおよびA乃ねJわ叩S属の定義をさらに変更し  

た．且0娩g犯0クワ砂5とA油壷押研の識別特徴として，励〟ze乃0研ツざでは上顎第一臼歯の舌側に4凸  

角あり上顎第二臼歯の舌側に3凸角があるが，A邦ねJわ叩では上顎第一臼歯の舌側には3凸角あ  

り上顎第二臼歯の舌側には2凸角がある，とした．その結果，Eo娩g搾0叩Sには研eわ紹耶ねγ，  

0〟わγおよび♪相成わγが，A乃ねJわ叩Sにはcゐg死β乃Sゐ，狛Ⅳ成およびc〟Sわsが分類された．彼は  

Pゐα〝わ川ツS，C7ⅥSeOクワ叩SおよびGzり0叩5の属を認めなかった．   

その後，A弗ね〟0プ叩5はOsgood（1932）によって＆政綱川研との識別特徴がないとして，亜  

属に位置づけられた．その理由は，励娩e乃0ク7砂S♪相成わγの上顎第一と第二臼歯にはA乃お〝0クワ砂S  

様の特徴をもつ標本があるからである．そして亜属A乃ねJわ7ク砂Sにc∽わsを分類した．   

Allen（1940）はA乃ねJわクク砂SだけではなくCαり化恍喝捏も亜属にした．亜属内で且0娩g乃0クワりSと  

A油壷川卵の識別は上顎の第一臼歯の舌側の凸角数である．この2亜属と亜属αり0ブナひ5のちが  

いは，前者が下顎臼歯の三角形のエナメル質が合流するが，後者は合流しないこととした．亜属  

且ofゐβ乃0プクり岱には∽gお花聯5ねγ，g／e∽ゐ，および∽ブタβ≠〟5が，亜属丑油壷珊卵にはoタグわγ，  

♪γ0滋わγ，Cゐ才乃β邦Sゐ，およびc∽わざが，亜属Cα秒0クワ砂Sにはg邦eZとβ〃αが，それぞれ分類された．  

この結果，OlitorとP7VditorはAllen（1940）ではAntelioプク砂Sであるのに対して，Hinton（1926）  

ではβ0抜g紹0プク砂Sと位置づけており，両者で亜属は異なっていた．   

Ellerman（1941）は属Eothenoクク砂Sと属Anteliomysに分類される種をHinton（1926）と同じ  

にした．Ellerman（1949）はPYVditorとolitorはAntelionwsとEotheno7VSC）中間的な特徴を  

もっているのでAnieliomysが属にはならないと述べ，Osgood（1932）とAllen（1940）の見解に  

賛成した．   

前述したように，属AnieliomysはOsgood（1932）で亜属に下げられたが，Tokuda（1955）  

はスミスネズミにAnielionwsを用いた．ただし，彼はOsgood（1932）とEllerman（1941，1949）  

を文献として参照していない．彼はスミスネズミがc∽わざの特徴をもつのでA乃ねJわ叩Sであり，  

∽βわ乃q卿ねγで特徴づけられる且フ娩e乃0プ叩Sではないとした．しかし，スミスネズミにcαSわざと   
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もちがう特徴があるとも述べている．   

亜属maulo椚邦はHinton（1926）で亜属の位置を失ったが，Tanaka（1971）によってスミス  

ネズミの属として再び用いられた．Tanaka（1971）は比較のためにmehmogtlSierのみを用いて  

スミスネズミをEothen川研属ではないとした．さらに，Kawamura（1988）もスミスネズミと  

ヤチネズミに属地〟わク叩Sを用いた．しかし，その特徴の記述では歯根がある点でCね娩一  

γわ乃0フナひざとは識別できても，＆政綱川研との識別特徴はよく記述されていない．   

亜属Ca73）OnWSもHinton（1926）で亜属の位置を失っていたが，MaandJiang（1996）はinez  

とβ〃αの染色体数が2n＝54であることから，独立した属Gzり0叩5才乃gZとCαり昭明り侶の化と分  

類されることを主張した．   

以上の分類学の歴史から明らかなように，臼歯紋を特徴とした属や亜属の識別は完全なもので  

はなく，また形態と他の属性との関係も不明である．いままでに報じられた染色体数の研究によ  

．．‥∴∴．ノ・∴．∴－∵㌧・、，J・∵∴∴．・‥・．・・∴′．∴、′・∫・、′J．′‥∴∴一丁い・●、・ハ∴－・・－・・  

は2n＝56であった（HsuandBenlrschke，1974；呉ほか，1989；Harada etal．，1991；Maand  

Jiang，1996；岩佐ほか，1997）．しかし，MaandJiang（1996）によって報じられたようにinez  

やe〃αが従来の染色体数と異なってくると，従来の広義の且0娩e紹0タり岱属そのものの位置づけに  

対しても疑問が生じてくる．このような疑問に対応するためには正確な同定基準の確立が第一で  

あろう．というのは，このグループの形態的な同定は大変むずかしいからである．また，形態以  

外の特徴を扱った場合の標本の保管も，結果を検討するときに欠かすことができないであろう．  

その上で地理的分布範囲全体にわたった属の特徴の再吟味が必要であると思われる．  

ヤチネズミ属とどロードネズミ属の識別形質としての歯根の形成  

Hinton（1926）は，日本産のエゾヤチネズミC7WeOmyS be（折け働eやヤチネズミCmseonws  

α乃血相0期首とCクⅥSeOク叩5現物協おg，スミスネズミ助0わク叩S師α〟わクワ砂わs椚助言ブは年齢の異なっ  

た個体に対して名付けられた学名であるとして，これらを一括して励0わクク砂S（＝CJβfぁわ0乃0叩ざ）  

77めcα乃捕S研グ娩Zgとした．この際，中国大陸や朝鮮半島産のヤチネズミγ聯J∽とsゐα邦Sgg∽や  

ビロードネズミ類（ダ乃gZ，乃狐，g〃αおよびαJcブ乃0〟S）も一括して，且〃0わ研ツSγ多めcα搾〟Sγ曙α払  

と且〃0わクワ叩Sプ頑cα乃〟SSゐα邦ざgg∽とした（表3）．   

Hinton（1926）は，繁殖活動が早く始まって個体数が多い集団は青年期であり，繁殖活動が一  

時期低下した集団では亜成体が捕獲され，繁殖が休止した後の集団では成体かあるいは時として  

老齢個体が捕獲される，という推測によって，はじめに採集個体群の年齢組成を判断した．つぎ  

に，年齢推定の指標に用いた頭蓋基底全長（CBL）の変化と，臼歯の歯根形成の状態とを対比し  

た（表3）．その結果，サハリン・日本列島（本州・九州・四国）の集団，朝鮮半島の集団，およ  

び中国の華北・華中の集団において，それぞれ頭蓋基底全長が増加するにつれて歯根形成が見ら  

れるという並行現象をみつけた．その結果，これらの新種に見つけられた特徴は年齢的な変化に  

すぎないとして，彼はすべての記載された種をタイリクヤチネズミ励0わク叩S明わcα乃∽として  

包含した．   

この考え方は，一部はHowell（1929）とAllen（1940）に，またほとんど全てEllerman（1941）  

とEllermanandMorrison－Scott（1951）にも引き継がれた．ところが，Corbet（1978）はいま  

までタイリクヤチネズミとされていた種の中にビロードネズミ属の種が含まれていることをはじ   
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表3．Hinton（1926）によるClethriononws ndbcanus亜種の頭蓋基底全長と歯根形成の関係．  

CBL  C．ndbcanus  C．ndbcanus  C．ndbcanus  C．γゆcanus  

＝川＝I  ；．′′－・‥・，．′・  ∴・，．．∴J  J．′∫′．  J，．－イ∴－  

N A B C N A B C N A B C N A B C  

19－19．9  

20－20．9  

21－21．9  

22－22．9  

23－23．9  

24－24．9  

25－25．9  

26－26．9  

27－27．9  

28－28．9  

0
 
0
 
 

0
 
0
 
 

1
 
1
 
 

1
 
1
 
 0

 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
2
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
1
 
5
 
2
 
0
 
 

1
 
3
 
7
 
4
 
9
 
7
 
3
 
1
 
0
 
 

1
 
 

1
 
3
 
7
 
4
 
0
 
9
 
4
 
5
 
2
 
 

1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
2
 
1
 
 

1
 
3
 
5
 
4
 
4
 
4
 
 

1
 
3
 
5
 
4
 
6
 
6
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
2
 
4
 
3
 
3
 
2
 
 

1
 
1
 
2
 
4
 
4
 
3
 
2
 
 

＊  

0
 
0
 
0
 
1
 
7
 
1
 
 

0
 
0
 
2
 
1
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
0
 
0
 
 

1
 
2
 
3
 
3
 
7
 
1
 
 

Total 19  15  27  65  

A：歯の成長が続く，B：歯の成長が止まり歯根基部が閉じる，C：歯根形成，N：個体数  
＊：歯根の状態が不明な1個体を含む．なお，C．ndbcanussmithiiのCBL＝25L25．9の数列について，全体の個  

体数と歯根形成に関する個体数の総和が一致していないが，これはHinton（1926）の原表においてそのようになっていた．  

めて指摘した．けれども，どの成長段階の標本をみれば歯根形成の有無が判断できるかについて  

は何も述べなかった．また，具体的な標本調査の結果も示さなかった．一方，Aimi（1980）も本  

州産ヤチネズミがEotheno7ク砂Sに属することを主張した．しかし，彼はCorbet（1978）は参照し  

ておらず，大陸のヤチネズミ類についてはEllermanandMorrison－Scott（1951）の見解にした  

がっている．   

そこで，筆者は従来中国東北部や朝鮮半島のタイリクヤチネズミCタグ娩γわ犯0プク砂57励cα乃拡と  

される標本と，中国華北部・朝鮮半島に分布するとされるビロードネズミ属励娩g乃0クク砂5との識  

別の判断基準を示そうとした．はじめに，フンランド産のタイリクヤチネズミを用いて，歯根形  

成と臼歯紋に関する年齢変異を調べた（Kaneko，1990，1992）．阿部（1976）による歯根の成長を  

用いた6段階の年齢区分に対して頭蓋基底全長（CBL）は有意な相関を示したので，CBLを便宜  

的に年齢の尺度とした．また，歯根形成の判定を歯槽基部でおこなうと，CBL≧26mmのすべて  

の個体は実際に歯根を形成している場合にはかならず歯槽基部も消失していた．CBL別に採集  

時期と歯根形成（眼帯の歯槽基部による）のちがいをみると，1年の前期（1月から6月）には  

CBL≧24mmで歯槽基部が消失して歯根形成がみられるが，後期（7月から12月）になると  

CBL≧26mmにならないと歯根形成がみられないことがわかった．   

この結果，2属を歯根形成の有無によって識別するためには，採集時期が1年の前期であれば  

タイリクヤチネズミはCBL≧24mmから歯根形成がみられる個体と同定できる．この結果，タイ  

リクヤチネズミは朝鮮半島北部の蓋馬高原以北から中国東北部にかけて分布するが，蓋馬高原か  

ら南では歯根形成がみられないコウライヤチネズミ＆）娩g乃0プクひざクて智〝肋sが分布する結果となっ  

た．同様な調査をモンゴルから中国華北・華中部についてもおこない，タイリクヤチネズミとサ  

ンセイヤチネズミ＆）娩β乃0叩5Sゐα邦Seg∽との分布境界は北緯410付近にあることがわかった．   

つぎに，なぜHinton（1926）において従来記述された6種がすべてClethrionoプ叩Sプ頑canus  

になると判断されたのかを検討してみよう．Hinton（1926）が用いた大英自然史博物館の標本か   
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ら採集地点を標本ラベルで調べ，整理をし直した（表4）．すると，彼が見いだした年齢的な変異  

は，実は地域的な特徴であったことがわかった．すなわち，Hinton（1926）の表によるとshanseius  

では100milesNWofTaiyuenfu（山西省大原）の1頭のみ，7quhiSではPotaidonとPochang  

（現在の北朝鮮）の標本にのみ，またs研才才ゐグオではサハリンと北海道産の標本にのみ，それぞれ歯  

根が形成されていたのである．歯根の有無の特徴は，Hinton（1926）が定めた属の識別特徴であ  

るので，これらの集団は歯根があればC／g娩γわ乃0プ叩S属に，歯根がなければ且0娩g犯0クりS属に同  

定されることになる．Hinton（1926）は東アジアの地域をあまり細かく考えずに大きなまとまり  

で処理したので，このような誤った結果を導いたのであろう．つまり，標本の採集地点を明確に  

定めることが重要であるという教訓が得られる．   

また，才搾βZ，犯勃況，βひα，αた才乃0〟S，αす〝グお，α乃血相0乃ブおよびs∽才腕ダブの模式標本は，それぞれ  

の原記載では歯根はみられずまた成体と記されていた．ところが，Hinton（1926）では年齢が若  

くて歯根を形成していない標本と書き直されていた．これはHinton（1926）が上記の個体群の構  

成を重視して逆に年齢を判断したことによると思われる．なおその後，ハタネズミ重科の複数の  

種では年間の個体群構成はHinton（1926）が述べるようにはならず，繁殖活動の季節や年次的な  

変化に関連して変化することがわかっている．   

このように，歯根形成という形質は成長過程に伴って生じるので，どの成長段階で歯根形成の  

有無を判断するかによって属の所属が変更されるという困難さをもっている．Kitahara（1995）  

は紀伊半島産のヤチネズミの1雄（796日齢）の飼育個体が歯根形成の初期的な状態であることを  

示したが，彼はこれを異常個体と考えた．しかし，ヱの事実は遺伝的にはヤチネズミが歯根形成  

の能力をもっていることを示しており，この形質が通常なぜ発生しないのかなどさらに検討すべ  

き課題が含まれていると思われる．したがって，歯根形成という形質は単純な2分法的な形質で  

表4．Hinton（1926）が用いた標本を採集地点で標記したもの．  

CBL C．γゆcanus  C．ndbcanus  C.rufocanus C・ナ幼canus  

（mm） γ〟わcα乃α5  Sゐα乃5βブ〟S  γ曙〝Jα∫  S∽才fカブオ  

19－19．9  

20－20．9 Irukutsk  

21－21．9  

2222．9 Lake Baikal  

Mingyong  

Mingyong  
Taiyuen，Taucho  

Taiyuen，Kolanchou，  

Shangchou，Taipeisan，  

Weichou，ChinlingMts．  

Taiyuen，Kolanchou，  

Shangchou，WeichouHupeh  

Taiyuen   

＊100mi1es NWofTaiyuen  

Taiyuen  
NW of Kolanchou 
NW of Kolanchou  

熊本，徳島，兵庫，北海  
道  

熊本，徳島，愛媛，高知，  

兵庫，北海道  

宮崎，徳島，高知，北海  
道，サハリン  

北海道，サハリン，新潟， ‾   

北海道，サハリン  

Chongju，Mingyong，  

Taiku  

Chongju，Seoul，  

Mingyong  
Potaidon，Pochan鼠  

Seoul，Mingyong   

Chongju，Seoul，  

Potaidon，Mingyong  

23r23．9 Irukutsk  

24－24．9 Irukutsk  

25r25．9 Irukutsk  

Kamtschatka  

26－26・9 Lapland  

Lake Baikal  
Irukutsku，Kamtschatka  

2727．9 Irukutsk  
28－28．9  

∃旦塑造，サハリン  

サハリン  

Imperial Tombs Chongju  

下線を付した採集地点は歯根形成が認められた標本の採集地点．  
ただし，＊印の標本はCBLが破損しており，切歯先端から第三臼歯後端の長さからCBLがこの範囲であると  

Hinton（1926）が推定した1標本（BM8．8．7．83）である．   
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はなく，CJg娩わ0乃0研ツSと且ofゐβ乃0押ひざの連続性を示唆しているのかもしれない．   

さらに，Cわ娩γわ循0クワ砂S7頑cα乃∽でも大陸産と北海道産では歯根形成時期は異なるし，北海道  

内でも地域個体群によって異なっている（Viitala，1971；Abe，1973，1976）．この事実をさらに検  

討することによって，歯根形成の有無がどの程度遺伝的なものかということを考える課題になる  

であろう．   

なお，未解決の問題が中国の華北地方にある．Thomas（1908b）はCmseoクク砂SShanseiusを  

新種記載した際に，100mi1esNWofTaiyuenfu（山西省大原）産の1頭（標本番号No．1625＝  

BM8．8．7．83）には歯根形成がみられると記録した．上述したように，Hinton（1926）はこの1  

頭の標本が歯根をもつことから，この集団もCわ娩γわ犯0用ツざγ狙わcα乃猥と同定した（表3＆4）．  

筆者はこの標本をロンドン自然史博物館で直接観察し，フィンランド産のCJe娩わ0乃0ブナひざ  

タ頑cα犯那のCBLと同じ長さで歯根を生じているので，タイリクヤチネズミという同定には誤り  

はないと考えた．しかし，その後この地域では同様な標本が発見されていないので，採集地点の  

誤表記もあると思い，この間題はまだ解決できていないとした（Kaneko，1992）．   

ところが，JiangandMa（1991）は中国山西省寧武県芦芽山（2，000－2，500m；38039′Nと11lO  

42′ E）で成体40頭と亜成体15頭を採集し，これらをThomas（1908b）が記載した100mi1es  

NWofTai－Yuen－Fu産のC7俗eOnWS ShansehlSと同じ模式産地標本（topotype）とみなした．  

このうち，50頭余りの標本の大部分の臼歯は成長が続き無根歯であったが，2個体は歯根形成の  

特徴がみられた．さらに，生け捕り個体を飼育したところ歯根形成が認められたので，この地で  

採集された種はHinton（1926）がのべるようにClethriononws n4t）CanuSShanseiusだと主張し  

た．しかし，Kaneko（1992）はThomas（1908b）のC7那eOnWSShanseiusの模式産地（100mi1es  

NWofTai－Yuen－Fu）はCao－Chen－Shangであり，37854′Nと111O30′E（標高2，831m）の  

南陽山であると特定した．この特定はshanseiusの採集者であるAnderson（1920）と採集同行者  

であるClarke and Sowerby（1912）およびThomas（1908b）の記録によった．したがって，  

JiangandMa（1991）が採集した地点は完模式標本産地ではないので，彼らが調査した集団の学  

名をshanseiusと同定することはできない．なお，Kaneko（1992）は論文出版時にはJiangand  

Ma（1991）を参照できなかった．   

ロンドン自然史博物館に所蔵されているざゐα乃Sβグ〟5の模式産地標本群では，眼裔間幅が  

3．6－4．3mmで上顎第三臼歯紋の頼側第二番の三角形が舌側第二番の三角形とほぼ同じ大きさで  

ある．ところが，JiangandMa（1991）の標本群では，眼裔間幅が3．2－3．9mmと狭いこと，舌  

側第二番の三角形が大きいことから，彼らの標本群のなかにタイリクヤチネズミCわ娩γわ柁0プク砂S  

γ痢cα犯∽と同定されるべき標本が混在している可能性はある．したがって，この山西省にタイリ  

クヤチネズミ個体群が遺存しているのではないかと推測できる．さらに，この地域の標本の形態  

や染色体，その他の分子生物学的な情報が必要になろう．  

上顎第三臼歯紋の成長にともなう変異  

ビロードネズミ属の記載された学名のうち，たとえば中国産10の種類（∽βわ乃聯Sおγ，eわ∽ゐ，  

∽gJe加5，Oタグわγ，C∽わざ，♪和d才わγ，Cゐオ邦g邦Sね，才乃gZ，gひα，およびsゐα邦Sgg〟ざ）の完模式標本（た  

だし∽gわ乃聯Sねγは除く）について，上顎臼歯紋を示した（図2）．上顎第一臼歯の舌側に第四  

の凸角がある種からない種まで連続的な移行がある．上顎第二白歯の舌側の第三の凸角にも同様   
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図2．広義のビロードネズミ属の模式標本（ただし∽eわ乃聯Sねγは除く）の上顎臼歯紋（金子，原図）．  

左から四川・雲南・福建省などに分布する刑eわ乃呼ZSねγ，gJβ㍑5ゐ，およびガ宛掠は第一白歯と第二臼歯  

の舌側にそれぞれ第四と第三の凸角をもち，第三白歯紋も単純型と複雑型がある．中央の四川・雲両省  

のoJ血γ，C猥わぁカγOd言わγ，およびcゐグ乃g乃5ねは第一臼歯の舌側に第四の凸角はなく，第二臼歯の舌側の  
第三の凸角が発達した形態からしない形態まであり，第三臼歯紋は単純型からより複雑型まである．右  

側の華中以北のわ官βZ，β〃α，およびsゐα邦5gZ〝Sのうち，才弗βZを除く種はこれらの発達が一般に少なく第三  

臼歯は単純型である．  

な連続的変化がある．また，上顎第三白歯において単純型から複雑型の出現も連続的である．こ  

のようにこのグループは上顎臼歯紋だけをみても連続的な特徴をそなえている．   

成長にともなう上顎第三臼歯紋の変化の研究は，歯根を形成するヨーロッパヤチネズミCJg紘一  

7iononwsghlnOlus（Zejda，1960）とエゾヤチネズミClethriononwsndbcanusbe‘的7diae（Abe，  

1973，1982）や歯根を形成しない本州産ヤチネズミEothenomysande7SOni（宮尾，1966；Kitahara，  

1995）ではすでにおこなわれてきた．その結果，3種とも老齢になるにしたがい単純型が増大し  

た．歯根を形成しないスミスネズミについてもTanaka（1971）が調べたが，上顎第三臼歯紋の年  

齢的な変化は認められないという結果を得た．   

しかし，Tanaka（1971）で用いた標本は7月という1年の1時期の標本群を調べたものであっ  

た．また，Tanaka（1971）が調査に用いた四国剣山の7月の標本群では十分に成熟した成体の割  

合は少なかったので（金子・森井，1976），年間にわたって採集した標本群での再調査が必要であ  

ると考えられた（Kaneko，1996）．年間にわたって採集した99頭で歯冠形態の5類型と凹角の深  

さを調べた結果，年齢に用いた5段階の頭蓋基底全長（CBL）でクラス分けした場合，最長のCBL  

クラスにおいてのみ単純型およびそれに相当する凹角の浅い個体が現れた（図3）．そこで，RX  

C分割表によってCBLあるいは体重と歯冠形態の5類型との間の独立性を検定すると，CBLあ  

るいは体重の分類規準によって有意性が変わった．すなわち，5階級のCBLでは有意ではなく，  

3階級のCBLや体重では有意となった．   

さらに，他のビロードネズミ属における上顎第三臼歯紋の年齢的変化を，CBLを基準にして調  

べた（Kaneko，1996）．これらの結果から，老齢になると上顎第三臼歯紋の単純型の割合はヤチネ   
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図3．スミスネズミEo娩e乃077り谷5∽ブオゐダブの上顎第三白歯紋の5  

類型とDRFの計測場所およびCBLの増加にともなう頻度分布  

図（Kaneko，1996より）．CBLの増加にともないDRFの長さの  

平均は小さくなり（▼），すなわち凹角がなくなる．CBL≧25mm  

では単純型であるP4型が新たに出現する．  

ズミ＆助川釧堺＝狐匁那磁とシャンシーミヤマネズミ励娩β乃0クワ砂5S勉乃Seg猥では有意に増加  

する．これは歯根が老齢でみられるCJe娩わ0乃0ク叩5gわ柁OJ〝5やCわ娩γわ弗0ク叩S明わcα乃描と同様  

であった．若干の年齢的変異を示す中間型がスミスネズミ且0娩e邦0タブ砂S5∽グ放言Zであった．さらに  

年齢的変異がみられなかったのはコウライヤチネズミ＆）娩β乃0叩S7聯お，イネズビロードネズ   
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ミ血統β乃0叩S Z循gZ，エバビロードネズミ且0娩β邦0クりS β〃α，シナビロードネズミ＆）娩g乃0プ叩S  

cゐg乃β乃Sゐ，ワードビロードネズミ血統e乃0叩5 ぴαプ1滋，カストスビロードネズミ且∂娩e乃0クワ叩S  

c〟Sわざおよびシンビロードネズミ且ofゐg乃0プク砂S♪γ0滋わγであり，これは歯根が終生みられないア  

メリカハタネズミ〟ブc和知5♪g犯乃即J〃α邦gC∽と同様であった．すなわち，歯根を終生にわたって生  

じないビロードネズミ属内において，上顎第三臼歯紋の年齢的な変化も連続的になっていること  

がわかった．   

したがって，歯根形成や上顎臼歯紋，および上顎第三臼歯紋の成長にともなう変化のいずれの  

形質でも，このグループのネズミでは連続的な特徴を示していることがわかる．今回は考慮にい  

れなかったが，タイリクヤチネズミの地理的分布の南限付近に生息し，歯根形成がおそいとされ  

るリシリムクゲネズミClethrionoプ叩Sプ閻（Abe，1973）も，今後の検討すべき材料にいれて，こ  

のグループ全体にわたって変異を考慮して分類の識別形質を見直し，属の学名や定義を再検討す  

る必要があるであろう．   

稿をおえるにあたって，今回の自由集会を企画された北海道林業試験場の中田圭亮氏と北大地  

球環境科学研究科の鈴木仁氏，および長年にわたって日本産晴乳類における形態的な変異研究の  

重要性を指摘してその具体的研究の実践をされた元北大農学部の阿部永先生に対して，深く謝意  

を表す．なお，本原稿に対して中田氏から有益なコメントを受けたことを記して謝意を表す．  

引 用 文 献   

Abe，H．1973．GrowthanddevelopmentintwoformsofClethrionomys．ⅠⅠ．Toothcharacters，Withspecial   

referencetophylogeneticrelationships．］．Fac．Agr．，HokkaidoUnivリSapporo，57：229－254・  

阿部 永．1976．エゾヤチネズミの齢査定法．日本生態学会誌，26：22ト227．  

Abe，H．1982．Ageandseasonalvariationofmolarpatternsinared－backedvolepopulation・J・Mamm・  

Soc．Jpn，，9：9r13．  

Aimi，M．1980．ArevisedclassificationoftheJapaneseredqbackedvoles，Mem・Fac・Sci・，KyotoUnlv・，  

Ser．Biol．，8：35L84．  

Allen，G．M．1912．SomeChinesevertebrates．Mem．Mus，Comp．Zool．，HarvardColl・，（40）＝201‾247・  

Allen，G．M．1940．TheMammalsofChinaandMongolia．NaturalHistoryofCentralAsia・11，Part2・   

pp．621－1350．Amer．Mus．Nat．Hist．，NewYork．  

Anderson，M．P．1909．DescriptionofanewJapanesevole．Ann．Mag．Nat．Hist・，Ser・8，4‥317－318・  

Anderson，M．P．1920．AwinterjourneyinnorthernChina．Nat．Histリ20：517－531・  

Clark，R．B．andA．deC．Sowerby．1912．TroughShen－Kan．TheAccount ofthe Clark Expeditionin  

NorthChina，1908－9．T．FischerUnwin，LondonandLeipsic，247pp・  

Corbet，G．B．1978．TheMammalsofthePalaearctic Region：a Taxonomic Review・Brit・Mus・（Nat・  

Hist．）andCornellUniv．Press．，LondonandIthaca，314pp，  

Corbet，G．B．andJ．E．Hill．1991．AWorldListofMammalianSpecies．3rd．ed．Nat・Hist・Mus・Publ・，  

London，243pp．  

Ellerman，J．R．1941．TheFamiliesandGeneraofLivingRodents．Vol．2，FamilyMuridae・Brit・Mus・   

（Nat．Hist．），London，690pp．  

Ellerman，J．R．1949．TheFami1iesandGeneraofLivingRodents．Vol．3，Partl．Brit．Mus．（Nat・Hist・），   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



金子之史  142  

London，210pp．  

Ellerman，J．R．andT．C．S．Morrison－Scott．1951．ChecklistofPalaearcticandIndianMammals1758to   

1946．Brit．Mus．（Nat．Hist．），London，810pp．  

Harada，M．，A．Ando，Liang－KongLinand S．Takada．1991．Karyotypes ofthe Taiwanvole，Microtus  

hikuchiiandthePereDavid’svoleEothenoタ牲揮melanqgasterfromTaiwan．J．Mamm．Soc．Jpnリ16：41  

45．  

Hinton，M．A．C．1923．OnthevolescollectedbyMr．G．ForrestinYunnan；Withremarksuponthegenera  

Eothenoプクり岱andNeodonandupontheira11ies．Ann．Mag．Nat．Hist．Ser．9，11：145－162・  

Hinton，M．A．C．1926．MonographsoftheVoles＆Lemmings（Microtinae），LivingandExtinct．Vol．1．  

Brit．Mus．（Nat．Hist．），London，488pp．and15pls．  

Howe11，A．B．1929．MammalsfromChinainthecollectionsoftheUnitedStatesNationalMuseum．Proc・  

Unit．StatesofNatio．Mus．，75：1L85．  

Hsu，T．C．and K．Benirschke．1974．Atlas of Mammalian Chromosomes，Vol．8，Folio371．Springer  

Verlag，Berlin，HeidebergandNewYork．  

岩佐真宏・鈴木仁・韓尚勲．1997．コウライヤチネズミ＆助助川卵咋卿払の核塾について．日本哺乳類学会大  

会講演要旨（1997年度，札幌），p．103．  

今泉吉典．1949．分類と生態 日本晴乳動物図説．洋々書房，東京，348pp．  

Imaizumi，Y．1957．Taxonomicstudiesonthered－backedvolefromJapan．PartI．Majordivisionsofthe   

voleanddescriptionsofEothenonりSwithanewspecies．BullNationalMus．（Tokyo），3：195－216，PIs．  

39－40．  

今泉古典．1960．原色日本哺乳類図鑑．保育社，大阪，196pp．  

今泉吉典．1965．にいがたやちねずみ．とうほくやちねずみ．（内田 亨，編：新日本動物図鑑，下）p．681．北隆  

館，東京．  

JiangJian－qing and Ma Yong．1991．The studies on the status of taxonomy of C7uSeOプ叩Shanseius  

ThomasinChina．Sci．Treat．Syst．Evol．Zool．，1：73－79．  

Kaneko，Y．1990．Identification and some morphologicalcharacters of Clethrionomys ndbcanus and   

Eotheno77VLS rtgulus fromUSSR，nOrtheastChina，andKoreaincomparisonwith C．7頑canus from  

Finland．J．Mamm．Soc．Jpn．，14：129－148．  

Kaneko，Y．1992．IdentificationandmorphologicalcharacteristicsofClethriononvLSrtdbcanus，Eotheno7q7S  

shanseius，E．inezandE．evafromtheUSSR，Mongolia，andnorthernandcentralChina．J．Mamm・  

Soc．Jpn．，16：7卜95．  

Kaneko，Y．1996．AgevariationofthethirduppermolarinEothenonvLSSmithii．Mamm．Study，21：1r13・  

金子之史・森井隆三．1976．四国・剣山の野鼠の垂直分布．香川大学教育学部研究報告，ⅠⅠ，26：4352．  

Kawamura，Y．1988．QuaternaryrodentfaunaintheJapaneseIslands（Partl）．Mem．Fac．Sci．，Kyoto  

Univ．，Ser．Geol．＆Mineral．，53：31r348．  

Kitahara，E．1995，TaxonomicstatusofAnderson’sred－backedvoleontheKiiPeninsula，Japanbasedon  

skullanddentalcharacters．J．Mamm．Soc．，Jpn．，20：9－28．  

MaYongandJiangJian－qing．1996．Thereinstatementofthestatusofgenus Cb7yO叩（Thomas，1911）   

（Rodentia；Microtinae）．ActaZootax．Sinica，21：493－497，pl．1  

Mi11er，G．S．，Jr．1896．Generaandsubgeneraofvolesandlemmings．NorthAmericanFauna，No．12：1一   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ビロードネズミ属とヤチネズミ属の分類史  143  

85．  

Miller，G．S．，Jr．1900．PreliminaryrevisionoftheEuropeanredbackedmice．Proc．WashingtonAcad．  

Sci．，2：83－109．  

Milne－Edwards，A．1868－74．Rechercespourserviral’HistoireNaturelledesmammifさres．Paris，2voIs．  

394pp．  

宮尾嶽雄．1966．本州八ヶ岳のネズミおよび食虫類．第5報 ヤチネズミの上顎第3白歯の変異とその季節的・  

年令的変化．成長，5：7－12．  

Musser，G．G．andM．D．Carleton．1993．Family Muridae．Jn（D．E．Wilson andD．－A，M．Reeder，eds．）  

MammalSpecies ofthe World：Taxonomic and Geographic Reference，2nd．ed．SmithsonianInst．  

Press，WashingtonandLondon，pp．50l－755．  

Osgood，W．H．1932．MammalsoftheKe11ey－RooseveltsandDelacourAsiaticExpeditions．FieldMus，  

Nat．Hist．，Zool．Ser．，18：193－339．  

Tanaka，R．1971．Aresearchintovariationinmolar and externalfeatures among a population ofthe  

Smith’sred－backedvoleforelucidationofitssystematicrank．Jpn．J．Zool．，16：163－176．  

Thomas，0．1891．DescriptionofanewvolefromChina．Ann．Mag．Nat．Hist．，Ser．6，8：117－119．  

Thomas，0．1905a．OnsomenewJapanesemammalspresentedtotheBritishMuseumbyMr．R．Gordon  

Smith．Ann．Mag．Nat．Hist．，Ser．7，15：487M495．  

Thomas，0，1905b，Abst．Proc．Zool．Soc．，London，No，23：18－19．  

Thomas，0．1905c．TheDuke of Bedford’szoologicalexplorationin eastern Asia．I．List ofmammals  

ObtainedbyMr．M．P．AndersoninJapan．Proc．Zool．Soc．，London，1905：331－363．  

Thomas，0．1907a．The Duke of Bedford’s zoologicalexplorationin eastern Asia．ⅠⅠ．List of small  

mammalsfromKorea andQuelpart．Proc．Zool．Soc．，London，1906：858－865．  

Thomas，0．1907b．The Duke of Bedford’s zoologicalexplorationineastern Asia．ⅠⅤ．List of small  

mammalsfromtheislandsofSaghalienandHokkaido．Proc．Zool．Soc．，London，1907：404－414，  

Thomas，0．1907c．The Duke of Bedford’s zoologicalexplorationin eastern Asia．Ⅴ，Secondlist of  

mammalsfrom Korea．Proc．Zool．Soc．，London，1907：462r466．  

Thomas，0．1908a．Abst，Proc．Zool．Soc．，London，No．63：44－45．  

Thomas，0．1908b．TheDukeofBedford’szoologicalexplorationineasternAsia．X．Listofmammals  

fromtheProvincesofChih－1iandShan－Si，N．China．Proc．Zool．Soc．，London，1908：635－646．  

Thomas，0．1909．TheDukeofBedford’szoologicalexplorationineasternAsia．XI．Onmammalsfrom  

theProvincesofShan－SiandShen－Si，nOrthernChina．Proc．Zool．SocリLondon，1908：963－983．  

Thomas，0．1911．TheDukeofBedford’szoologicalexplorationineasternAsia．XIII．Onmammalsfrom  

theProvincesofKans－SuandSze－Chwan，WeSternChina．Proc．Zool．Soc．，London，1911：158r180．  

Tokuda，M．1955．CongenricspeciesofvolesfoundinJapanandYunnan．Biogeograph．Soc．Jpnリ16－19：  

388－391．  

Viitala，J．1971．AgedeterminationinClethYionomp n4bamus（Sundevall）．Ann．Zool．Fennici，8：63－67．  

呉愛国・王国良・超候・楊増源．1989．大絨鼠的染色体組塾．獣類学報，9：231．  

Zejda，J．1960．Theinfluence ofage ontheformation ofthethirduppermolarinthebank vole Cleth－  

rionompglareolus（Schreber，1780）（Mamm．：Rodentia）．Zool．Listy，9：159－166．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



金子之史  144  

ABSTRACT  

Thetaxonomichistoryoftheg・enuS EothelWlnySbasedon  
morphologicalcharacteristics  

YukibumiKaneko  

BiologicalLaboratory，FacultyofEducation，KagawaUniversity，Takamatsu760－8522，Japan  

ThetaxonomichistoryofthegenusEothenonws（Rodentia，Arvicolinae）wasreviewedfrom  

earlyreference（Miller，1896）tomorerecent（MaandJiang，1996）．Therearedisagreementsonthe  

taxonomyamongresearchers；forexample，CorbetandHill（1992）recognizedllspecies ofEoth－  

enoプク砂S，WhereasMusserandCarleton（1993）categorizedonlyninespeciesofEothenonwsalongwith  

twospeciesoff％auloプク砂S．BecauseadiagnosticcharacteristicdistinguishingClethriono叩from  

Eothenonws－Whethermolarrootspresentinagedspecimens－Changeswithage，thedifference  

appearstobegradualratherthanclear－Cut．Morphologicaldifferencesintheuppermolarpatterns  

appearona continuumfromspeciesto species．Furthemore，thesimpleform ofthethird upper  

molarpatternappearsinagedspecimensofE andeYSOniandE shanseiusaswellas C．glanoh4S  

and C．ndbcanus－Ofwhichthelattertwospecieshaveroots－Whereasthepatterndoesnot  

ChangethoughoutgrowthinE．γ留ulus，E．inez，E．eva，E．chinensれE．waYdi，E．custos andE．  

Proditor aswellasMicYVtuSPenn即Ivanicus，Whichhasnoroot．E．smithiishowsanintermediate  

COndition，inwhichafewsimpleformexistinagedspecimens．Consideringthevariationinthese  

SpeCies，StudyofredefinitionofthegenusEothenonりJSisneeded．  
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